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和
歌
一
字
抄
下
巻
原
撰
本
の
本
文

日
比
野　

浩　

信

　

和
歌
一
字
抄
の
伝
本
は
、
後
人
の
増
補
歌
を
持
た
な
い
原
撰
本
、
藤
原
定
家
・
西
行
以
下
鎌
倉
中
期
頃
ま
で
の
歌
を
含
む
増
補
本
、
定
家
の

歌
を
含
む
が
増
補
本
よ
り
も
歌
数
が
少
な
い
中
間
本
の
三
系
統
に
分
類
さ
れ
、
更
に
原
撰
本
は
二
類
に
、
増
補
本
は
五
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　

原
撰
本
の
下
巻
は
、
長
い
間
、
見
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
大
阪
青
山
短
期
大
学
所
蔵
伝
後
光
厳
院
筆
本
が
伊
井
春
樹
氏
に
よ
っ
て
紹
介（
１
）

さ
れ
、
上
巻
・
下
巻
と
も
に
原
撰
本
系
統
と
目
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
た
だ
残
念
な
が
ら
、
そ
の
本
文
は
未
だ
公
に
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
隔
靴
掻

痒
の
感
は
否
め
な
か
っ
た
が
、
下
巻
の
み
の
零
本
な
が
ら
原
撰
本
系
統
の
本
文
を
有
す
る
と
思
し
き
伝
本
が
架
蔵
に
帰
し
た
た
め
、
そ
の
本
文

を
示
し
、
原
撰
本
と
し
て
の
位
置
付
け
を
確
認（
２
）し

た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
も
う
一
本
、
下
巻
の
原
撰
本
が
出
現
し
、
伊
倉
史
人
氏
に
よ
っ
て
報

告（
３
）が

な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
近
く
本
文
が
公
開
さ
れ
る
と
仄
聞
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
下
巻
原
撰
本
の
本
文
を
披
見
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
鑑
み
、
今
後
の
検
討
に
備
え
る
べ
く
架
蔵
本
の
本
文
に
つ
い
て

極
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

な
お
、
伊
倉
氏
の
呼
称
に
従
い
、
架
蔵
本
を
「
日
比
野
本
」
と
呼
称
す
る
こ
と
と
し
、
下
巻
本
文
の
比
較
に
は
、
こ
の
日
比
野
本
（
○日
）
の

他
に
、
中
間
本
は
三
康
図
書
館
蔵
本
（
○中
）、
増
補
本
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
○増
）
を
用
い（

４
）る

。
原
撰
本
が
始
め
に
成
り
、
そ
の
後
、
増
補

さ
れ
て
中
間
本
、
更
に
増
補
本
へ
と
い
う
過
程
が
容
易
に
推
測（
５
）さ

れ
る
が
、
そ
の
こ
と
か
ら
は
、
日
比
野
本
と
中
間
本
、
中
間
本
と
増
補
本
が
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そ
れ
ぞ
れ
近
似
し
、
日
比
野
本
と
増
補
本
が
乖
離
し
て
い
る
こ
と
が
「
理
想
的
」
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

一

　

ま
ず
は
、
作
者
名
が
、
歌
の
出
入
り
以
外
で
該
本
の
系
統
を
明
確
に
す
る
要
素
と
な
る
。　

　

上
巻
の
場
合
、
原
撰
本
は
更
に
原
撰
Ⅰ
と
原
撰
Ⅱ
の
二
類
に
分
類
で
き
る
が
、
例
え
ば
忠
通
を
原
撰
本
Ⅰ
で
は
「
殿
下
」、
他
系
統
本
で
は
「
関

白
」
と
い
う
よ
う
に
明
確
に
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
井
上
宗
雄
氏（
６
）が

作
者
名
表
記
に
お
け
る
関
白
・
内
大
臣
に
関
し
て
い
え
ば
、
内
閣
本
（
稿
者
注
・
原
撰
Ⅱ
）
の
方
が
整
備
さ
れ
た
、
い
わ
ば
勅
撰
集
的
な

書
き
方
で
、
日
常
的
な
呼
称
を
用
い
て
い
る
三
康
本
（
稿
者
注
・
原
撰
Ⅰ
）
の
方
が
草
稿
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

と
し
て
、
原
撰
Ⅰ
が
日
常
的
な
呼
称
で
草
稿
的
、
他
の
系
統
本
が
整
備
さ
れ
た
勅
撰
集
的
と
指
摘
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
、
日
比
野
本
で
の
作
者
名
を
も
合
わ
せ
掲
出
し
た
の
が
次
の
表
で
あ
る
。

実
名

原
撰
Ⅰ

原
撰
Ⅱ
・
中
間
・
増
補
本

日
比
野
本

忠
通

有
仁

実
行

実
能

顕
房

頼
宗

殿
下

仁
和
寺
左
府

大
相
国

内
府

六
条
右
府

堀
河
右
府

関
白

花
園
左
大
臣

太
政
大
臣

内
大
臣

六
条
右
大
臣

堀
河
右
大
臣

関
白

花
園
左
大
臣

太
政
大
臣

（
下
巻
に
ナ
シ
）

（
下
巻
に
ナ
シ
）

堀
河
右
大
臣 

　

実
能
、
顕
房
の
歌
が
下
巻
に
は
無
い
が
、
忠
通
・
有
仁
・
実
行
・
頼
宗
に
つ
い
て
は
、
原
撰
Ⅱ
・
中
間
・
増
補
本
と
一
致
、
即
ち
、
草
稿
的

性
格
の
原
撰
Ⅰ
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
こ
の
作
者
名
表
記
か
ら
、
日
比
野
本
を
原
撰
Ⅱ
に
分
類
す
べ
き
こ
と
が
確
認
で
き
る（
７
）。
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そ
の
他
の
作
者
名
の
異
同
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

Ａ　

省
略

Ｂ　

有
無

Ｃ　

小
書
の
有
無

①　

２
(598)　

顕
季

○中　
顕
季
卿

○増　
顕
季
卿

①　

400 

(1083)　

敦
忠

 

＝ 

＝  

素
性

○中　
ナ
シ

○増　
素
性

①　

123 

(744)　

源
能
基

○中　
源
能
基
兵
部
少
輔

○増　
源
能
基
兵
部
少
輔

②　

７
(608)　

家
経

○中　
藤
家
経
朝
臣

○増　
藤
原
家
経
朝
臣

②　

401 

(1084)　

ナ
シ

○中　
敦
正
顕
忠
卿

○増　
敦
忠
卿
或
本
顕
忠
卿

②　

240 

(891)　

師
経
卿

○中　
師
経
卿
大
蔵
卿

○増　
師
経
卿
大
蔵
卿

③　

44 

(650)　

藤
隆
資

○中　
藤
隆
資

○増　
藤
原
隆
賢

③　

283 

(938)　

藤
敦
家

○中　
藤
敦
家
朝
臣
左
馬
頭

○増　
藤
敦
家
朝
臣
左
馬
頭

④　

302 

(962)　

永
胤

○中　
永
胤

○増　
永
胤
法
師

　

Ａ
の
よ
う
に
、日
比
野
本
で
は
、①
「
卿
」
②
「
朝
臣
」
④
「
法
師
」
の
よ
う
な
身
分
・
官
職
を
示
す
語
を
省
略
し
、③
で
は
「
藤
原
」
を
「
藤
」

と
す
る
な
ど
簡
略
化
の
傾
向
に
あ
る
。
Ｂ
は
、そ
れ
ぞ
れ
誤
脱
の
可
能
性
が
あ
る
。
Ｃ
は
官
職
な
ど
の
小
書
き
で
、日
比
野
本
で
は
皆
無
で
あ
る
。

原
撰
本
上
巻
に
も
作
者
名
の
小
書
き
は
み
ら
れ
る
の
で
、
日
比
野
本
に
お
け
る
省
略
で
あ
ろ
う
。
総
じ
て
作
者
名
に
つ
い
て
の
省
略
・
有
無
の

異
同
は
、
本
文
生
成
の
過
程
、
各
系
統
の
特
質
を
示
す
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
人
物
名
そ
の
も
の
の
相
違
は
七
例
ほ
ど
あ
る
。
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Ｄ　

別　

人　

物　
（
※
当
該
歌
の
他
出
を
付
す
）

①　

83 

(697)　

顕
季

○中　
顕
季
卿

○増　
俊
頼

②　

101 

(720)　

兼
房

○中　
匡
房
卿

○増　
匡
房

③　

104 

(723)　

為
頼

○中　
為義
イ頼朝
臣

○増　
為
義
朝
臣

④　

151 

(776)　

源
仲
通

○中　
源
正
イ
仲
通

○増　
源
仲
正

散
木
集
（
俊
頼
）

金
葉
集
・
匡
房
集

他
出
未
確
認

他
出
未
確
認

⑤　

177 

(806)　

仲
通

○中　
仲
正

○増　
仲
正

⑥　

277 

(931)　

範
成

○中　
範
永
朝
臣

○増　
範
永

⑦　

296 

(952)　

兼
房

○中　
匡
房
卿

○増　
兼
匡
イ
房

他
出
未
確
認

範
永
集

匡
房
集

　

こ
れ
ら
の
う
ち
他
出
が
確
認
で
き
る
①
②
⑥
⑦
の
四
首
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
集
に
入
集
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
他
文
献
と
の
一

致
を
理
由
に
正
し
い
思
わ
れ
る
作
者
名
を
決
定
し
得
る
。
異
同
の
あ
る
作
者
名
の
中
で
、
日
比
野
本
で
の
作
者
名
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
い
う
箇

所
は
な
い
。
題
と
和
歌
と
の
関
連
が
第
一
義
で
あ
り
、作
者
名
は
さ
ほ
ど
重
要
視
し
て
い
な
い
書
写
態
度
で
あ
る
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
各
系
統
の
性
質
に
起
因
す
る
異
同
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

二

　

次
に
、
巻
頭
の
標
目
目
次
と
本
文
中
の
標
目
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
巻
頭
の
目
次
は
、
各
系
統
本
に
お
い
て
、
概
ね
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

上
巻　

原
撰
Ⅰ　

東　

北
・
・
・		



（
番
号
ナ
シ
）

　
　
　

原
撰
Ⅱ　

東
一　

北
二
・
・
・		

（
番
号
ア
リ
）
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下
巻　

○日　
　

  

客　

友
・
・
・		



（
番
号
ナ
シ
）

　
　
　

○中　
　

  

客
百
一　

友
百
二
・
・
・	

（
番
号
ア
リ
）

　
　
　

○増　
　

  

客
百
一　

友
百
二
・
・
・	

（
番
号
ア
リ
）

　

こ
こ
で
は
、
一
字
題
の
通
し
番
号
の
有
無
が
問
題
と
な
ろ
う
が
、
上
巻
で
は
原
撰
Ⅰ
に
通
し
番
号
は
無
く
、
原
撰
Ⅱ
に
は
通
し
番
号
が
あ
る
。

日
比
野
本
で
は
通
し
番
号
が
無
く
、
原
撰
Ⅰ
と
性
質
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
し
か
し
、
先
述
の
よ
う
に
、
日
比
野
本
は
原
撰
Ⅱ
に
分
類
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
よ
り
早
期
に
成
っ
た
も
の
に
は
番
号
が
無
く
、
後
に
成
っ
た
段
階
で
番
号
が
付
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

本
文
中
の
標
目
に
つ
い
て
も
、
上
・
下
巻
通
じ
て
の
傾
向
は
不
明
瞭
で
あ
る
。

上
巻　

原
撰
Ⅰ　

東　

北　

上　
（
以
下
、
標
目
ナ
シ
）

　
　
　

原
撰
Ⅱ　

東
一　

北
二　

上
三　

中
四　

下
五
・
・
・

下
巻　

○日　
　

  

本
文
中
に
標
目
ナ
シ

　
　
　

○中　
　

  

客
一　

友
二
…
不
帰
廿　

×　

傳
廿
二　

望　
眺
望 

廿
三　

見
廿
四　

×　

未
聞
廿
六
・
・
・

　
　
　

○増　
　

  

客　　

友　
…
不
帰　　

尋　

傳　
　　

望　
　

 　
　　
　

見　
　　

聞　

未
聞　
　

・
・
・

　

上
巻
の
本
文
中
の
標
目
に
つ
い
て
は
、
原
撰
Ⅰ
は
通
し
番
号
が
無
い
の
み
な
ら
ず
、「
東
」
か
ら
「
田
家
」
ま
で
百
項
目
あ
る
う
ち
、
標
目
を

立
て
る
の
は
始
め
の
「
東
・
北
・
上
」
の
三
項
目
の
み
で
、
以
下
「
中
」
か
ら
「
田
家
」
ま
で
は
標
目
が
無
い
。
原
撰
Ⅱ
で
は
通
し
番
号
を
付

し
た
標
目
を
立
て
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
は
、
日
比
野
本
は
巻
頭
標
目
同
様
、
原
撰
Ⅰ
に
よ
り
近
い
傾
向
で
あ
る
と
い
え
る
。
な
お

中
間
本
で
は
本
文
中
に
通
し
番
号
の
あ
る
標
目
を
立
て
て
い
る
が
、
途
中
「
×
」
で
示
し
た
よ
う
に
標
目
を
欠
く
場
合
で
も
、
通
し
番
号
は
正

確
に
付
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
中
間
本
に
誤
脱
が
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
増
補
本
に
は
、
書
陵
部
蔵
本
の
ご
と
く
に
通
し
番
号

が
無
い
も
の
も
あ
れ
ば
、
例
え
ば
、
書
陵
部
蔵
本
と
極
め
て
近
し
い
関
係
に
あ
る
伝
鷲
尾
隆
康
筆
切
で
は
通
し
番
号
を
付
す
な
ど
一
定
し
て
い

な
い
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
目
次
に
お
け
る
通
し
番
号
と
、
本
文
中
の
標
目
と
は
、
必
ず
し
も
上
巻
と
下
巻
と
で
は
、
ま
た
、
同
一
系
統
内
に
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お
い
て
さ
え
も
同
一
で
は
な
い
。
通
し
番
号
は
、
後
代
の
便
宜
的
措
置
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、　

こ
こ
で
は
、
下
巻
の
巻
頭
標
目
は
、

日
比
野
本
で
は
通
し
番
号
を
付
さ
な
い
が
、
中
間
本
と
増
補
本
で
は
通
し
番
号
を
付
す
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
本
文
中
の
標
目
は
日
比
野
本
に
は

全
く
無
い
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
は
、
上
巻
原
撰
Ⅱ
の
傾
向
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
留
め
た
い
。

三

　

歌
題
に
つ
い
て
は
三
十
箇
所
ほ
ど
に
異
同
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
一
部
の
み
掲
出
し
て
お
く
。

日
比
野
本
と
三
康
本
が
一
致

三
康
本
と
書
陵
部
本
が
一
致

日
比
野
本
と
書
陵
部
本
が
一
致

全
て
不
一
致

①　

95 

(711)　

山
居
眺
望

○中　
山
居
眺
望

○増　
山
居
夕
望

④　

４ 

(600)　

野
客
吹
笛

○中　
行
客
吹
笛

○増　
行
客
吹
笛

⑦　

65 

(676)　

郭
公
留
客

○中　
客
郭
公
留

○増　
時
鳥
留
客

⑩　

96 

(713)　

海
上
晩
望

○中　
海
タ
イ
上
暁
望

○増　
海
上
夕
望

②　

190 

(820)　

梅
花
染
衣

○中　
梅
花
染
衣

○増　
梅
香
染
衣

⑤　

193 

(823)　

梅
告
春
色

○中　
梅
告
春
近

○増　
梅
告
春
近

⑧　

218 

(860)　

夜
思
梅
花

○中　
夜
思
桜
花

○増　
夜
思
梅
花

⑪　

388 

(1069)　

霧
春

○中
霧 

春
霞
霧
歟

○増
霧

③　

331 

(994)　

菊
送
多
年

○中　
菊

秋
イ

送
多
年

○増　
菊
送
多
秋

⑥　

232 

(874)　

心
中
述
懐

○中　
雨
中
述
懐

○増　
雨
中
述
懐

⑨　

353 

(1027)　

織
女
雲
為
衣

○中　
織
女
作
雲
為

○増　
織
女
雲
為
衣

⑫　

456 

(1153)　

鼻
比
立
見
人

○中　
鼻
比
弖
見
人

○増　
鼻
比
見

④　

457 

(1154)　

遠
地

○中　
遠
地

○増　
此
比
遠
地
イ
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歌
題
は
基
本
的
に
、
典
拠
歌
集
に
依
拠
し
な
い
独
自
の
も
の
で
、
清
輔
自
身
の
手
に
成
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
内
容
的
な
齟
齬
の
無
い
場

合
に
は
、清
輔
に
よ
る
改
変
な
ど
の
可
能
性
を
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
部
確
認
す
る
と
、増
補
本
の
み
が
他
と
は
異
な
る
①
「
山
居
眺
望
」

は
、

　
　

山
居
眺
望　
　
　
　
　
　
　
　
　

隆
俊

い
り
し
よ
り
都
の
か
た
を
な
か
め
つ
ゝ
山
の
た
か
ね
に
け
ふ
も
く
ら
し
つ

　

と
あ
る
。
恐
ら
く
「
い
り
し
よ
り
」
を
「
山
に
入
る
」
の
で
は
な
く
、「
日
が
入
る
」
と
誤
解
し
た
こ
と
に
よ
る
増
補
本
の
誤
り
と
み
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
日
比
野
本
の
み
が
異
な
る
④
「
野
客
吹
笛
」
は
、

　
　

野
客
吹
笛　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
経

笛
の
音
は
月
に
た
か
く
そ
き
こ
ゆ
な
る
道
の
空
に
て
よ
や
ふ
け
ぬ
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
経
衡

旅
人
の
ふ
き
て
す
く
な
る
ふ
ゑ
の
音
を
ま
つ
や
と
な
ら
は
き
ぬ
と
き
か
ま
し

　

と
あ
る
が
、
共
に
「
野
」
の
要
素
は
無
く
、「
道
の
空
」「
旅
人
」
か
ら
「
行
客
」
が
正
し
か
ろ
う
。
直
前
の
題
が
「
野
花
留
客
」
と
あ
り
、

そ
れ
に
引
か
れ
て
の
日
比
野
本
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

　

三
康
本
の
み
他
の
二
本
と
は
異
な
る
⑦
は
、

　
　

郭
公
留
客　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
頼

た
か
た
め
に
旅
ね
を
す
れ
は
ほ
と
ゝ
き
す
ま
た
と
も
な
か
て
さ
よ
ふ
か
す
ら
ん

の
よ
う
に
あ
る
が
、「
客
郭
公
留
」
で
は
理
解
し
か
ね
る
。
後
続
の
歌
題
が
「
野
花
留
客
」「
紅
葉
留
客
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
や
は

り
「
郭
公
留
客
」
が
正
し
か
ろ
う
。
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子
細
に
検
討
し
、
歌
内
容
と
題
の
整
合
性
を
考
慮
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
清
輔
自
身
に
よ
る
改
変
で
は
な
く
、
後
代
に
お
け
る
歌
内
容
か
ら

の
改
変
（
改
竄
）
や
誤
写
に
よ
っ
て
生
じ
た
異
同
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
や
は
り
系
統
の
特
質
を
示
す
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

四

　

歌
句
に
は
、
漢
字
仮
名
の
別
、
仮
名
遣
い
の
違
い
を
除
い
て
も
、
約
三
百
首
に
異
同
が
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
微
細
な
異
同
の
掲
出

や
一
々
の
検
討
は
省
略
に
従
い
、
極
一
部
の
み
掲
出
し
て
、
日
比
野
本
の
本
文
を
原
撰
本
の
本
文
と
し
て
性
格
付
け
で
き
る
も
の
か
否
か
に
焦

点
を
当
て
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

な
お
、
以
下
掲
出
に
際
し
、
現
状
に
お
い
て
は
他
文
献
と
の
接
触
を
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
か
ら
、
他
出
の
見
ら
れ
な
い
歌
（
○

×

）
や
、

ま
た
、
同
じ
清
輔
の
手
に
な
る
続
詞
花
集
に
も
入
集
す
る
歌
（
○続
）
と
袋
草
紙
に
も
み
ら
れ
る
歌（
８
）（
○袋
）
を
意
識
的
に
掲
出
す
る
よ
う
に
し
た
。

　

結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、
日
比
野
本
は
、
原
撰
本
に
位
置
す
べ
き
伝
本
で
あ
る
と
い
え
ど
も
、
そ
の
歌
句
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
原
態
を

伝
え
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
各
系
統
間
の
異
同
も
、
各
系
統
生
成
の
過
程
を
示
し
得
る
と
は
限
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　

１　

日
比
野
本
と
中
間
本
が
一
致
し
、
増
補
本
の
み
が
異
な
る
例

①
70 

(681)　

お
し
ま
れ
て
は
と
ふ
く
秋
も
う
つ
ろ
へ
る
菊
を
は
ゑえ

 
＝

こ
そ
見
す
て
さ
り
け
れ

　

○中	

鳩
ふ
く
秋
も　
　
　
　
　
　

　

○増	

花過行
イ咲
秋
も　
（
神
「
過
行
」）　　
　
　
　
　

②
92 

(708)　

も
ろ
と
も
に
す
む
月
な
く
は
山
里
に
ひ
と
り
や
秋
の
よ
を
あ
か
さ
ま
し　

○

×

　

○中	

ひ
と
り
や
秋
の

　

○増	

い
か
て
か
秋
の
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③
324 

(987)　

な
つ
か
し
き
か
の
み
こ
そ
す
れ
山
里
は
梅
の
に
ほ
は
ぬ
や
と
し
な
け
れ
は

　

○中	

な
つ
か
し
き

　

○増	

む
つ
ま
し
き　
（
他
本
、
傍
書
あ
る
も
の
あ
る
も
、
根
幹
は
「
む
つ
ま
し
き
」）

　

○続 	
な
つ
か
し
き
香
の
み
こ
そ
す
れ
山
里
は
梅
の
に
ほ
は
ぬ
宿
し
な
け
れ
ば
（
二
九
）

④
371 

(1051)　

白
露
の
そ
こ
に
ひ
か
り
は
う
つ
れ
と
も
と
ま
ら
て
そ
ゆ
く
秋
の
よ
の
つ
き

　

○中	

う
つ
れ
と
も

　

○増	

や
と
れ
と
も

　

○袋	

し
ら
露
の
底
に
ひ
か
り
は
う
つ
れ
ど
も
と
ま
ら
で
ぞ
行
く
秋
の
夜
の
か
ぜ
（
七
〇
五
）

⑤
366 

(1046)　

あ
し
ひ
き
の
山
を
た
よ
り
に
ゆ
ふ
つ
く
よ
い
つ
か
と
君
を
ま
つ
か
く
る
し
さ

　

○中	

山
を
たこ
た
か
み
イ

よ
り
に
ゆ
ふ
つ
くき
よを

　

○増	

山
を
こ
た
か
み
夕
月
夜　
　

　

○袋	

足
引
の	

山
を
こ
だ
か
み
夕
月
を　
　

い
つ
か
と
君
を
ま
つ
が
く
る
し
さ
（
七
〇
〇
）

　

①
の
歌
は
散
木
奇
歌
集
に

　
　
　
　

 

を
し
ま
れ
て
は
な
ふ
く
秋
も
う
つ
ろ
へ
る
菊
を
ば
え
こ
そ
み
す
て
ざ
り
け
れ
（
五
四
五
）

　

と
あ
る
。「
は
な
さ
く
」
と
す
る
伝
本（
９
）も

あ
っ
て
、増
補
本
系
統
が
典
拠
に
近
そ
う
で
は
あ
る
。「
は
と
」
と
「
は
な
」、「
ふ
く
（
吹
）」
と
「
さ

く
（
咲
）」
の
類
似
か
ら
異
文
が
生
じ
た
よ
う
だ
が
、
増
補
本
の
傍
書
や
神
宮
文
庫
蔵
本
に
み
ら
れ
る
「
過
行
」
な
ど
が
生
じ
た
原
因
は
不
明
と

言
う
ほ
か
な
い
。「
は
と
ふ
く
秋
」
は
和
歌
童
蒙
抄
・
奥
義
抄
・
袖
中
抄
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
歌
語
で
、
清
輔
自
身
も

　
　

ま
す
ら
を
の
は
と
ふ
く
秋
や
は
て
ぬ
ら
ん
し
の
び
し
人
の
音
だ
に
も
せ
ず
（
清
輔
集
・
二
四
〇
）
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の
よ
う
に
詠
ん
で
お
り
、「
は
と
ふ
く
秋
」
と
す
る
蓋
然
性
は
無
い
わ
け
で
は
な
く
、
い
ず
れ
を
和
歌
一
字
抄
本
来
の
本
文
で
あ
る
か
は
判
断
し

づ
ら
い
。

　

②
の
歌
は
他
出
が
認
め
ら
ず
、
現
段
階
で
は
増
補
本
が
特
殊
と
言
う
ほ
か
な
い
。

　

③
は
、
同
じ
清
輔
の
手
に
成
る
続
詞
花
集
が
日
比
野
本
・
中
間
本
と
一
致
し
て
い
る
。
④
も
同
様
で
、
第
五
句
「
秋
の
夜
の
か
ぜ
」
は
袋
草

紙
の
み
が
異
な
る
が
、
第
三
句
「
う
つ
れ
ど
も
」
は
日
比
野
本
・
中
間
本
と
袋
草
紙
が
一
致
す
る
。
こ
の
比
較
に
拠
れ
ば
、
③
は
「
な
つ
か
し
き
」

が
、
④
は
「
う
つ
れ
ど
も
」
と
す
る
本
文
こ
そ
が
清
輔
が
利
用
し
た
本
来
的
な
本
文
を
伝
え
て
い
る
も
の
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
り
、
増
補

本
系
統
に
お
け
る
異
同
は
、
そ
の
系
統
の
生
成
過
程
に
お
け
る
派
生
と
考
え
た
く
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
⑤
の
よ
う
に
、
袋
草
紙
が
増
補
本
と
一
致
す
る
例
が
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
必
ず
し
も
生
成
過
程
が
先
行
す
る
は
ず
の
日
比

野
本
の
本
文
が
、
清
輔
が
利
用
し
た
本
文
を
純
粋
に
伝
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　

２　

日
比
野
本
と
増
補
本
が
一
致
し
、
中
間
本
が
異
な
る
例

①
300 

(960)　

ゆ
ふ
さ
れ
の　

風
の
け
し
き
の
す
ゝ
し
さ
に
し
か
な
き
ぬ
へ
き
心
ち
こ
そ
す
れ

　

○中	

夕
さ
れ
は　
　

の
か
せ
の
け
し
き

　

○増	

夕
さ
れ
の　
　

風
の
け
し
き
の　
　
　
（
京
「
夕
さ
れ
は
」
筑
「
夕
去
はの
」 

）

②
351 

(1025)　

吉
野
や
ま
ふ
ゝ
く
あ
ら
し
に
浪
た
か
み
み
き
は
の
氷
む
す
ひ
か
ぬ
ら
ん　

○

×

　

○中　
　

芳
野
川

　

○増　
　

よ
し
の
山

③
405 

(1088)　

旅
ね
し
て
つ
ま
こ
ひ
す
れ
は
時
鳥
神
な
ひ
山
に
さ
よ
ふ
け
て
けな
くり

 

＝  
＝

　

○中	

つ
ま
こ
ひ
す
ら
し　

　

○増	

妻
恋　
　

す
れ
は　
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○袋　
　
旅
ね
し
て
妻
恋　
　

す
ら
し
時
鳥
神
な
び
山
に
さ
夜
深
け
て
な
く
（
七
四
七
）

　

①
は
、
清
輔
の
父
・
顕
輔
の
家
集
に　
　

ゆ
ふ
ざ
れ
の
か
ぜ
の
け
し
き
の
す
ず
し
さ
に
し
か
な
き
ぬ
べ
き
心
地
こ
そ
す
れ
（
三
五
三
））

と
あ
る
。
他
の
歌
集
に
は
見
い
だ
せ
ず
、
い
ず
れ
よ
り
生
じ
た
本
文
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
存
中
間
本
が
特
殊
な
本
文
で
あ
る
こ

と
は
指
摘
で
き
よ
う
。

　

②
は
、
他
出
の
認
め
ら
れ
な
い
歌
の
異
同
で
あ
る
が
、
中
間
本
の
み
が
異
な
る
。

　

③
は
、
中
間
本
の
み
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
異
文
は
袋
草
紙
と
一
致
し
て
い
る
。
同
じ
清
輔
の
著
述
と
し
て
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

一
般
的
に
は
、
こ
れ
を
本
来
の
本
文
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
一
例
を
以
て
中
間
本
の
本
文
こ
そ
を
正
し
い
と
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

何
よ
り
、
日
比
野
本
と
増
補
本
が
近
似
し
て
い
る
時
点
で
、
現
存
の
本
文
は
、
そ
の
生
成
過
程
を
反
映
し
て
お
ら
ず
、
各
系
統
の
特
性
が
保

持
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　

３　

中
間
本
と
増
補
本
が
一
致
し
、
日
比
野
本
の
み
が
異
な
る

①
166 

(795)　

と
し
ふ
か
く
庭
の
木
の
葉
も
な
り
ぬ
れ
は
雪
を
い
た
ゝ
く
物
に
そ
有
け
る　

○

×

　

○中	

庭
の
草
葉
も

　

○増	

庭
の
草
葉
も

②
170 

(799)　

わ
か
心
い
か
に
せ
よ
と
て
ち
り
つ
も
る
花
さ
へ
さ
そ
ふ
風
の
な
か
ら
む　

○

×

　

○中	

花
さ
へ
風
の
さ
そ
ふ
な
る
ら
ん

　

○増	

花
さ
へ
風
の
さ
そ
ふ
成
ら
ん
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③
449 

(1138)　

あ
を
に
よ
し
な
ら
の
都
に
行
人　

も
か
も
草
の

 

＝

枕
旅
ゆ
く
舟
の
と
ま
り
つ
け
南

　

○中	

行
人　

も
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

と
ま
り
つむに
イけ
な
ん

　

○増	

行
人　

も
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

泊
つ
け
な
ん

　

○袋　
　
青
に
よ
し
な
ら
の
都
へ　

行
く
人
も
が
も
草
枕
旅
行
く
舟
の　

と
り
つ（
マ
マ
）

げ
む
ま
（
八
二
八
）

④
383 

(1064)　

秋
の
田
の
ほ
の
う
へ
き
り
あ
ふ
あ
さ
か
す
み
い
つ
れ
の
か
た
に
わ
か
こ
ひ
や
みせ

 

＝

ん

　

○中	

わ
か
こ
ひ
や
ま
ん

　

○増	

我
恋
や
ま
ん

　

○袋　
　
秋
の
田
の
ほ
の
う
へ
き
り
あ
ふ
朝
霞
い
づ
く
の
か
た
に	

わ
が
恋
や
ま
ん
（
七
二
〇
）

⑤
411 

(1095)　

し
ほ
の
山
さ
し
て
の
磯
に
鳴す
む

 
＝

ち
と
り　
　

君
か
み
ち
よ 

○を 

や
ち
よ
と
そ
な
く

　

○中	
なすむ
歟く

千
と
り　

君
か
御
代
を
は
千（マ
マ
）よと

そ
な
く

　

○増	

な
く
千
鳥　
　

君
か
御
代
を
は
八
千
世
と
そ
な
く

　

○袋　
　
し
ほ
の
山
さ
し
で
の
磯
に
鳴
く
千
鳥　
　

君
が
御
代
を
ば
や
ち
よ
と
ぞ
な
く
（
七
五
六
）

　

①
②
は
他
出
が
確
認
で
き
ず
、
ま
さ
に
日
比
野
本
に
お
い
て
の
み
存
在
す
る
本
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
現
時
点
で
は
、
い
か
な
る
過
程
に

お
い
て
生
じ
た
本
文
で
あ
る
か
は
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
単
な
る
誤
脱
や
、
派
生
的
に
生
じ
た
本
文
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
一
般
的
に
考
え

れ
ば
、
こ
れ
を
以
て
原
態
と
し
、
中
間
本
・
増
補
本
の
本
文
へ
と
変
遷
し
た
と
み
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
③
は
日
比
野
本
が
袋
草
紙

と
一
致
す
る
例
で
あ
り
、
原
撰
本
と
し
て
の
本
文
の
在
り
方
と
し
て
は
最
も
望
ま
し
い
。

　

し
か
し
、
④
⑤
の
よ
う
に
日
比
野
本
が
袋
草
紙
と
も
異
な
り
、
清
輔
著
述
と
し
て
も
独
自
と
い
う
べ
き
も
の
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
の
存

在
に
よ
っ
て
、
日
比
野
本
の
本
文
を
こ
そ
原
態
を
示
す
原
撰
本
の
本
文
で
あ
る
と
、
断
定
的
に
位
置
付
け
る
こ
と
は
避
け
ね
ば
な
る
ま
い
。
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４　

異
同
の
混
在

①
30 

(636)　

わ
す
れ
に
し
人
しも

 

＝

と
ひ
け
り　

山
里
は
月
て
は
と
こ
そ
ま
つ
へ
か
り
け
れ

　

○中	

人
も
す
ひ
け
り　

秋
の
よ
は

　

○増	

人
もそ
と
ひ
け
りるイ　

秋
の
よ
は

②
123 

(744)　

雪
ふ
か
し 

み
山
か
く
れ
の
鴬
の
わ
れ
は
か
り
こ
そ
春
を
ま
つ
ら
め  

○

×

　

○中　
　

雪
ふ
か
き 
山
か
く
れ
な
る
鴬
の　
　
　
　
　
　
　

春
を
ま
つ
ら
め

　

○増　
　

雪
ふ
か
き 
山
か
く
れ
な
る
鴬
も
（
稲
「
のもイ
」）　　

春
を
し
る
ら
め

③
223 

(867)　

ぬ
れ
つ
ゝ
も
あ
け
は
ま
つ
み
む
み
や
き
の
ゝ
も
と
あ
ら
の
萩    

し
ほ
れ
し
ぬ
ら
む

　

○中　
　

ぬ
れ
つ
ゝ
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と
あ
ら
の
小
萩

　

○増　
　

ぬ
れ

く
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と
あ
ら
の
小
萩　
（
丹
「は
き
は
家

小
萩
」）

　

○続　
　

ぬ
れ
ぬ
れ
も
あ
け
ば
ま
づ
み
む
み
や
ぎ
の
の
も
と
あ
ら
の
こ
は
ぎ
し
を
れ
し
ぬ
ら
ん
（
二
二
二
）

④
450 

(1139)　

ひ
と
り
ぬ
る
わ
か
た
ま
く
ら
を
ひ
る
は
ほ
し
よ
る
は
く
ら
し
て
い
く
よ
へ
ぬ
ら
ん

　

○中　
　

ひ
と
り
ぬ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
る
は
ぬ
ら
し
て

　

○増　
　

独
寝
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
る
は
くぬイ
ら
し
て

　

○袋　
　

独
ぬ
る
我
が
手
枕
を
ひ
る
は
ほ
し　
　
　
　

よ
る
は
ぬ
ら
し
て
い
く
夜
へ
ぬ
ら
ん
（
八
二
九
）

⑤
149 

(774)　

池
水
に
こ
よ
ひ
の
月
を
う
つ
し
も
て
心
の
ま
ゝ
に
わ
か
も
の
と
み
る

　

○中　
　

池
水
に　
　
　
　
　
　

う
つ
し
み
て

　

○増　
　

池
水
のに歟　　
　
　
　
　

う
つ
し
も
て  （
藤
「
て
も
」）
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○袋　
　

池
水
に
こ
よ
ひ
の
月
を
や
ど
し
も
て
心
の
ま
ま
に
我
が
物
と
み
る
（
一
四
二
）

⑥
380 

(1061)　

春
かさ
め
歟
す
み
た
な
ひ
く
山
の 

○桜 

花
は
や
く
み
ま
し
を　

ち
り
う
せ
ぬに
け
り
間
に

　

○中　
　

春
雨
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
り
う
せ
ぬに
け
り
イ
ま
に

　

○増　
　

春
雨
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

散
う
せ
に
け
り

　

○袋　
　

春
雨
の
た
な
び
く
山
の
さ
く
ら
花
は
や
く
み
ま
し
を
散
り
す
ぎ
に
け
り
（
七
一
七
）

　

一
首
の
内
に
異
同
が
複
数
箇
所
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
が
系
統
を
ま
た
い
で
混
在
し
て
お
り
、
歌
句
の
異
同
を
手
掛
か
り
と
し
た
各
系
統

の
位
置
付
け
は
困
難
と
な
る
。
ま
た
、
本
文
の
系
統
間
に
お
け
る
近
似
と
乖
離
か
ら
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
現
存
本
に
拠
る

限
り
、
和
歌
一
字
抄
の
本
文
は
、
必
ず
し
も
原
撰
本
→
中
間
本
→
増
補
本
と
い
う
、
生
成
の
過
程
を
反
映
す
る
本
文
が
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
更
に
、
清
輔
の
利
用
し
た
典
拠
本
文
本
来
の
歌
句
を
伝
え
て
い
る
か
否
か
も
不
明
瞭
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い（

（1
（

。

　

以
上
見
て
き
た
と
こ
ろ
に
拠
れ
ば
、
日
比
野
本
の
歌
句
は
、
必
ず
し
も
原
撰
本
と
い
う
位
置
付
け
に
適
し
た
本
文
を
、
余
さ
ず
伝
え
て
い
る

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
い
ず
れ
の
段
階
に
お
い
て
な
さ
れ
た
も
の
か
が
決
せ
ら
れ
な
い
異
文
注
記
、見
セ
消
チ
や
補
入
な
ど
も
存
在
し
て
お
り
、

享
受
の
間
に
他
本
と
の
接
触
、
あ
る
い
は
他
出
文
献
に
よ
る
校
訂
な
ど
を
少
な
か
ら
ず
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
中
間
本
・
増
補
本
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　
　
　
　

５　

示
唆
的
な
異
同

　

そ
れ
で
も
、
子
細
に
検
討
す
れ
ば
、
系
統
間
の
近
似
性
や
原
撰
本
と
し
て
の
古
態
性
に
つ
い
て
示
唆
的
な
異
同
も
ま
ま
見
ら
れ
る
。

①
384 

(1065)　

こ（マ
マ
）
か
し
き
を
ま
き

く

 　

＝

も
く
や
ま
に 

○春 

さ
れ
は
こ
の
葉　

し
の
し（マ
マ
）のき
て
か
す
み
た
な
ひ
く

　

○中　
　

こ
か
し
き
を
ま
き

く
（
マ
マ
）も
く
や
ま
に
さ（マ
マ
）

れ
は
こ
の
葉　
　

し
の
し（マ
マ
）のき

て
霞
た
な
ひ
く

　

○増　
　

こ
ら
か
手
を
ま
き　
　

も
く
山
に
春
さ
れ
は
木
葉　
　
　

し
の
き
て

　

○袋　
　

こ
え
が
て
を
ま
き　
　

も
く
山
に
春
さ
れ
ば
木
の
は　
　

し
の
ぎ
て　
　

霞
棚
引
く
（
七
二
一
）
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こ
の
歌
で
は
、
日
比
野
本
と
中
間
本
に
極
め
て
特
徴
的
な
近
似
性
を
指
摘
し
得
る
。
ま
ず
「
こ
ら
が
て
を
」
と
あ
る
べ
き
第
一
句
に
誤
写
が

認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
中
間
本
の
根
幹
本
文
と
一
致
す
る
。
そ
の
上
、
第
二
句
「
ま
き
も
く
や
ま
に
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
日
比
野
本
で

は
見
セ
消
チ
を
施
す
が
、
と
も
に
「
ま
き
〳
〵
も
く
や
ま
に
」
と
「
〳
〵
」
が
衍
字
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
句
は
、
日
比
野
本
で
は
補
入
記
号

を
付
し
て
補
っ
て
い
る
が
、
と
も
に
「
春
」
が
誤
脱
、
第
四
句
「
こ
の
は
し
の
ぎ
て
」
と
有
る
べ
き
が
、
と
も
に
「
こ
の
は
し
の
し
の
ぎ
て
」

の
よ
う
に
や
は
り
「
し
の
」
が
衍
字
と
な
っ
て
い
る
。
根
幹
本
文
に
お
け
る
特
徴
的
な
誤
り
の
一
致
は
、単
な
る
偶
然
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

日
比
野
本
と
現
存
中
間
本
と
の
遠
か
ら
ぬ
関
係
性
を
物
語
っ
て
い
る
。

②
329 

(992)　

も
ゝ
し
き
や
み
か
き
か
原
の
さ
く
ら
花
春
し
た
へ
す
は
に
ほ
は
さ
ら
ま
し

　

○中	

に
ほ
は
さ
ら
め
や

　

○増	

匂
は
さ
ら
め
や　
（
鷹
醍
「
な
ら
め
や
」）

　

○続　
　

百
敷
や
み
か
き
の
は
ら
の
桜
ば
な
春
し
た
え
ず
は	

に
ほ
は
ざ
ら
め
や
（
三
七
）

　

こ
の
歌
は
、
そ
の
第
五
句
「
さ
ら
ま
し
」
が
、
中
間
本
・
増
補
本
で
は
「
さ
ら
め
や
」
と
あ
っ
て
、
新
編
国
歌
大
観
所
収
本
文
に
拠
れ
ば
続

詞
花
集
と
も
一
致
し
て
お
り
、
日
比
野
本
の
み
の
独
自
異
文
で
あ
る
。
し
か
し
、
詞
花
集
の
う
ち
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
本
で
は
、
第
五

句
を
「
に
ほ
は
さ
ら
ま
し
」
と
し
て
お
り
、
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
歴
博
本
は
、
南
北
朝
期
の
書
写
に
か
か
る
最
古
写
本
で
、「
現
存
諸
本
全
て

の
源
流
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
」
現
存
「
最
善
本（

（1
（

」
で
あ
る
。
こ
の
歴
博
本
と
の
一
致
は
、
日
比
野
本
の
原
撰
本
と
し
て
の
原
態
的
本
文
の
名
残

と
も
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

③
390 

(1071)　

あ
さ
まみ

と

り
た
き

 

＝   

＝   

＝

糸
よ
り
か
け
て
白
露
を
玉
に
も
ぬ
け
る
春
の
青
柳

　

○中　
　

あ
さ
ま
た
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
柳

　

○増　
　

あ
さ
み
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
か
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○袋　
　

朝
ま
だ
き
糸
よ
り
か
け
て　

白
露
を
玉
に
も
ぬ
く
か
春
の
青
柳
（
七
二
九
）

　

○古　
　

浅
緑　
　

い
と
よ
り
か
け
て
白
露
を
玉
に
も
ぬ
け
る
春
の
柳
か
（
古
今
集
・
二
七
）

　

こ
の
歌
で
は
、
日
比
野
本
の
根
幹
本
文
と
中
間
本
の
初
句
が
「
あ
さ
ま
だ
き
」
と
あ
る
。
古
今
集（

（1
（

で
は
初
句
を
「
あ
さ
み
ど
り
」
と
し
て
異

同
は
見
ら
れ
な
い
が
、
袋
草
紙
で
は
「
あ
さ
ま
だ
き
」
と
し
て
お
り
、
特
殊
な
本
文
が
、
清
輔
の
著
述
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。
第
五
句
「
春

の
柳
か
」
が
「
春
の
青
柳
」
と
あ
る
の
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
、
古
今
集
の
う
ち
筋
切
本
・
元
永
本
と
い
っ
た
平
安
書
写
の
古
写
本
、
前

田
家
本
・
穂
久
迩
文
庫
本
・
天
理
図
書
館
本
と
い
っ
た
清
輔
本
や
顕
昭
本
の
伝
本
、
さ
ら
に
教
長
古
今
集
注
や
顕
昭
の
古
今
和
歌
集
注
と
い
っ

た
平
安
期
の
注
釈
書
が
「
春
の
青
柳
」
と
あ
っ
て
一
致
し
て
い
る
点
か
ら
は
、
清
輔
周
辺
で
利
用
さ
れ
た
古
い
本
文
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る

可
能
性
を
示
唆
し
、
古
今
集
流
布
本
に
一
致
す
る
増
補
本
本
文
に
、
後
世
の
校
訂
に
よ
る
結
果
を
推
察
さ
せ
る
。
日
比
野
本
に
、
著
者
清
輔
の

手
に
な
る
原
態
的
性
質
を
見
る
こ
と
が
出
来
る（

（1
（

よ
う
で
あ
る
。　

五

　

以
上
、
下
巻
の
原
撰
本
に
位
置
付
け
ら
れ
る
日
比
野
本
の
本
文
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
子
細
に
検
討
す
れ
ば
、
原
撰
本
た
る
本
文
を
見
出
す

こ
と
も
で
き
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
全
体
的
に
は
、
後
世
に
お
け
る
転
写
本
と
し
て
、
ま
た
二
次
的
な
撰
集
で
あ
る
た
め
で
も
あ
ろ
う
、
他
本

や
典
拠
歌
集
な
ど
他
文
献
と
の
接
触
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
そ
の
本
文
の
一
々
が
原
撰
本
と
し
て

の
特
質
を
保
持
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
と
結
論
付
け
ね
ば
な
る
ま
い
。
今
回
、
清
輔
の
他
編
著
も
比
較
の
対
象
と
は
し
た
も
の
の
、
こ
れ
と

て
も
ど
こ
ま
で
清
輔
執
筆
時
点
で
の
本
文
を
伝
え
て
い
る
か
、
心
許
な
い
。

　

現
存
本
和
歌
一
字
抄
で
は
、
所
収
和
歌
の
本
文
は
既
に
原
態
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
よ
う
で
、
本
文
の
異
相
が
必
ず
し
も
各

系
統
の
特
質
を
物
語
る
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
各
系
統
本
に
「
ど
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
か
」
は
明
確
化
で
き
る
も
の
の
、
そ
れ
が
「
ど
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の
よ
う
な
本
文
で
あ
っ
た
か
」
は
、
容
易
に
は
推
断
し
づ
ら
い
の
で
あ
る
。『
校
本
和
歌
一
字
抄
付
索
引
・
資
料
』
に
新
出
伝
本
の
本
文
を
追
加
校
合
し
、

清
輔
の
他
の
歌
学
書
と
の
比
較
・
典
拠
歌
集
や
他
文
献
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
各
歌
ご
と
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
１
）
伊
井
春
樹
氏
「
伝
後
光
厳
院
筆
『
和
歌
一
字
抄
』
の
本
文
」（
島
津
忠
夫
先
生
古
希
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
日
本
文
学
史
論　

島
津
忠
夫
先
生
古

希
記
念
論
集
』
平
成
九
年
九
月　

世
界
思
想
社
）

（
２
）
日
比
野
浩
信
「
原
撰
本
『
和
歌
一
字
抄
』
下
巻
」（『
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
』
第
三
十
九
号　

平
成
二
十
八
年
三
月
）、「
和
歌
一
字
抄
の
新
出

伝
本
―
下
巻
原
撰
本
と
し
て
の
位
置
付
け
―
」（『
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
』
第
四
十
号　

平
成
二
十
九
年
三
月
）

（
３
）
伊
倉
史
人
氏
「『
和
歌
一
字
抄
』
原
撰
本
の
成
立
―
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
清
輔
奥
書
本
の
紹
介
と
考
察
―
」（
和
歌
文
学
会
六
月
例
会
口
頭
発
表　

平
成
二
十
九
年
六
月
。
な
お
、
該
本
は
第
68
回
鶴
見
大
学
図
書
館
貴
重
書
ミ
ニ
展
示
「
藤
原
清
輔
の
歌
書
・
歌
学
」（
平
成
二
十
九
年
六
月
）
で
展

示
さ
れ
、
そ
の
解
説
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

２
『
和
歌
一
字
抄
』
在
下
巻　

綴
葉
装　

一
帖
〔
江
戸
初
期
〕
写
。

題
詠
の
用
例
集
。
あ
る
１
字
も
し
く
は
２
字
を
標
目
と
し
て
、
そ
の
字
を
含
む
複
合
題
・
結
題
を
提
示
し
、
そ
の
題
を
詠
ん
だ
和
歌
を
集
成

す
る
。
伝
本
に
は
清
輔
が
編
纂
し
た
当
初
の
姿
を
留
め
る
原
撰
本
の
他
、
定
家
、
西
行
、
良
経
、
宮
内
卿
等
の
歌
を
含
む
、
中
間
本
、
増
補

本
が
あ
る
。
本
書
は
、
下
巻
と
し
て
は
、
大
阪
青
山
短
期
大
学
蔵
伝
後
光
厳
院
筆
本
、
日
比
野
浩
信
氏
蔵
本
に
継
ぐ
原
撰
本
。
こ
れ
ま
で
に

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
清
輔
自
身
に
よ
る
奥
書
を
有
し
、
崇
徳
院
へ
の
進
覧
の
時
期
が
仁
平
四
年
（1

（
マ
マ
）

1154

）
５
月
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
崇

徳
院
が
自
身
の
歌
を
削
除
す
る
よ
う
求
め
た
こ
と
な
ど
も
判
明
す
る
。

（
４
）
和
歌
一
字
抄
の
本
文
の
引
用
は
、日
比
野
本
は
注
（
２
）
の
翻
刻
に
よ
っ
て
そ
の
通
し
番
号
を
付
し
、（　

）
内
に
新
編
国
歌
大
観
番
号
を
付
し
た
。

ま
た
、
和
歌
一
字
抄
研
究
会
編
『
校
本
和
歌
一
字
抄
付
索
引
・
資
料
』（
平
成
十
六
年
二
月　

風
間
書
房
）
を
適
宜
参
照
し
た
。
増
補
本
の
引
用
は
、
比

較
的
ラ
ン
ダ
ム
で
あ
る
が
、
増
補
本
間
に
異
同
の
無
い
（
少
な
い
）
歌
を
選
ぶ
よ
う
に
し
た
。
異
同
が
あ
る
場
合
、『『
校
本
和
歌
一
字
抄
付
索
引
・
資
料
』

に
お
け
る
略
号
と
と
も
に
（　

）
内
に
掲
出
し
た
。
続
詞
花
集
・
袋
草
紙
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
新
編
国
歌
大
観
に
拠
っ
た
。

（
５
）
基
本
的
に
、
原
撰
本
の
歌
は
中
間
本
に
、
中
間
本
の
歌
は
増
補
本
に
内
包
さ
れ
て
い
る
。
中
間
本
と
増
補
本
が
、
各
々
別
個
に
増
補
し
た
結
果
で

あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
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（
６
）
井
上
宗
雄
氏
「
原
撰
本
『
和
歌
一
字
抄
』
に
つ
い
て
」『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
44
号
昭
和
五
十
五
年
七
月
）。
な
お
、
こ
こ
で
井
上
氏
が
い
う

「
三
康
本
」
は
、
上
巻
は
原
撰
本
二
類
、
下
巻
は
中
間
本
に
分
類
さ
れ
る
本
文
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
、
本
稿
で
比
較
に
用
い
る
三
康
本
は
、
そ
の

下
巻
で
あ
る
。

（
７
）
藏
中
さ
や
か
氏
は
『
題
詠
に
関
す
る
本
文
の
研
究
』（
平
成
十
二
年
一
月　

お
う
ふ
う
）「
第
二
章　

原
撰
本
『
和
歌
一
字
抄
』
を
め
ぐ
っ
て　

第

一
節　

原
撰
本
『
和
歌
一
字
抄
』
上
巻
の
基
礎
的
考
察
」
の
注
（
２
）
に
後
光
厳
院
本
に
つ
い
て
、
上
巻
Ⅰ
系
統
本
、
下
巻
Ⅱ
系
統
本
で
構
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。「
果
た
し
て
、
Ⅰ
系
統
成
立
時
点
で
『
和
歌
一
字
抄
』
は
下
巻
ま
で
完
備
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。」

と
の
疑
問
を
提
示
な
さ
れ
た
。
断
定
に
は
慎
重
を
期
し
た
い
が
、
傾
聴
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
同
論
の
［
補
説
］
で
「
伊
井
氏
が
御
指
摘
に
な
っ
て
い
る
本
文
欠
脱
例
か
ら
も
、
後
光
厳
院
本
が
際
立
っ
て
優
良
な
本
文
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、
両
者
（
稿
者
注
・
後
光
厳
本
と
三
康
本
）
は
補
完
し
あ
う
関
係
に
あ
る
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
さ
れ
る
が
、
本
稿
に
お

け
る
日
比
野
本
に
つ
い
て
も
結
果
的
に
同
様
の
こ
と
が
い
え
よ
う
。

（
８
）
増
補
本
間
の
異
同
は
『
校
本
和
歌
一
字
抄
付
索
引
・
資
料
』（
和
歌
一
字
抄
研
究
会
編　

平
成
十
六
年
二
月　

風
間
書
房
）
に
拠
る
。
ま
た
増
補
本
間
に

若
干
の
異
同
が
あ
る
場
合
は
、
参
考
ま
で
に
そ
の
伝
本
の
異
同
を
も
（　

）
に
掲
出
し
た
が
、
そ
の
略
号
も
こ
れ
に
拠
っ
た
。

（
９
）
関
根
慶
子
氏
『
散
木
奇
歌
集
の
研
究
と
校
本
』（
昭
和
二
十
七
年
十
月　

明
治
図
書
出
版
）、
関
根
氏
・
大
井
洋
子
氏
『
阿
波
本
散
木
奇
歌
集　

本

文
校
異
篇
』（
昭
和
五
十
四
年
七
月　

風
間
書
房
）

（
10
）　

441 

(1128) 

つ
く
は
ね
の
山
の
ふ
も
と
に
す
む
人
は
こ
の
も
か
の
も
に
秋
を
み
る
ら
む

○袋　

 

つ
く
ば
ね
の
山
の
麓
に
す
む
人
は
こ
の
も
か
の
も
に
あ
き
を
み
る
か
な
（
八
〇
七
）

の
よ
う
に
、
和
歌
一
字
抄
と
袋
草
紙
以
外
に
他
出
を
確
認
で
き
な
い
歌
で
さ
え
も
、
両
者
に
は
わ
ず
か
な
が
ら
相
違
が
あ
り
、
現
存
本
に
よ
る
原

態
遡
及
の
限
界
は
否
定
で
き
ま
い
。
ち
な
み
に
、増
補
本
の
う
ち
芦
庵
本
・
日
比
野
蔵
一
本
の
み
が
第
五
句
末
尾
を
袋
草
紙
と
同
じ
く
「
か
な
（
哉
）」

と
す
る
が
、
他
は
全
て
「
ら
む
」
と
す
る
。

（
11
）『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
貴
重
典
籍
叢
書　

文
学
篇
第
六
巻　

私
撰
集
』
解
説
。（
平
成
九
年　

臨
川
書
店
）

（
12
）
古
今
集
の
異
同
は
久
曽
神
昇
氏
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
』（
昭
和
三
十
五
年
三
月
～
三
十
六
年
十
月　

風
間
書
房
）
に
よ
り
、
西
下
経
一
氏
・
滝

沢
貞
夫
氏
『
古
今
集
校
本
』（
平
成
十
九
年
十
一
月　

笠
間
書
院
）
を
も
参
照
し
た
。

（
13
）
た
だ
し
、
第
四
句
の
「
ぬ
け
る
」
が
、
袋
草
紙
で
は
「
ぬ
く
か
」
と
あ
り
、
家
長
本
・
前
田
家
本
・
穂
久
迩
文
庫
本
・
天
理
図
書
館
本
で
「
ぬ
く
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か
」、
六
条
家
本
で
は
「
ぬ
くける
イか
」
と
あ
る
な
ど
日
比
野
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
。


